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共同研究報告
1．背景と目的
　多摩大学経営情報学部では、学生委員会主導のもと、より充実した学生生活と快適で居心地
のよいキャンパス作りのために、以下のような施策を行ってきた。
・学生満足度調査アンケートの実施
・文化祭への教職員の積極的な参加、それに伴う企画と内容の充実
・学生食堂の業者の選定およびメニューの改善
・女子学生用のパウダールームの新設
・お手洗いのリノベーション
・交通安全講習やアルコールパッチテストなど
　近年、多摩大学経営情報学部では女子学生数が 1 学年 50 人を切り、その割合が 15％前後に
なっている。経営情報学という分野、そして産業社会の最前線で問題解決にあたるというミッ
ションは決して男子学生をターゲットにしたものではなく、将来にわたり女性ならではの発想
や活躍が多く期待されているところである。加えて学内で一定数の女子学生を保持することは、
教室内外での教育的な効果や学内の創造的雰囲気作りのために軽視はできないため、女子学生
を増やすことは直近の課題である。
　そのためには、リクルート段階での情報発信やプロモーションももちろん重要であるが、在
校生の大学に対する満足度をまずは上げ、外部に積極的に発信することも意義あることと考え
る。
　在学女子学生のキャンパスライフ満足度を上げるためには、
① 女子学生にとって魅力的な授業カリキュラムの構築、学内外の講座や研修、イベント、
留学・インターンシップ制度などの充実
② 女子学生にとって快適な施設や備品の提供
③ 女子学生向け就職活動、キャリアアップ支援
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④ 卒業生（OG）の組織化と在校生との交流
などが考えられるが、今回は上記②、その中で特に、学生食堂および、「食」に関連した部分
で在学女子学生の満足度を上げるための企画を立案実行した。女子＝お料理、という図式は単
純に見えるかもしれないが、多くの女子学生が、飲食や料理、それに関連したイベントやキャ
ンペーン、SNS,（就職活動を見据えた）業界研究などに興味を持っている。また学生食堂の
充実は、授業とは直接関係のない施設とは言え、そのハード面ソフト面の充実は大学選びの際
の一つの大きな要素ともなっており、大学学生食堂を特集した雑誌記事なども多く発行されて
いる。「学食」の魅力は大学全体の魅力の大切な一部分を占めているのではないだろうか。
　上記の目的と背景から、2015 年度行った企画を以下に報告する。
2．実施手法
　上記に述べたように、学食でのサービスやメニューの充実は、学生の満足度に結び付く重要
な要素でもある。夏休みに、都内の女子大学をメインに、大学学食リサーチを多摩大学女子学
生有志と行った。その結果、女子学生には好きな料理を選んで好みの量食べられる「小皿料理」
及び、「ビュッフェ形式」が人気であること、また大学図書館やボランティアセンター、アクティ
ブラーニングセンターなどの教室以外のアカデミックな場所に「カフェ」を併設することに訴
求効果が高いことが分かった。味の充実はもちろんであるが、学食を単に食欲を満たす場所と
するのではなく、お料理を選びながらちょっとした楽しみを味わえる空間にして女子学生を招
き入れることもポイントである。またカフェ併設は、学生が併設施設を訪れる動機となると同
時に、カフェが学業の間の「充電するための建設的な情報交換空間」になることも見逃せない。
さらに、学生がその経営に参画すれば、「カフェ運営の実務経験」を積む場ともなる。
　このリサーチには多摩大学だけでなく、津田塾大学の女子学生の協力もあり、女子学生の学
内学外ネットワーク作りの一助ともなった。（訪問大学：東京学芸、日本女子、御茶ノ水女子、
東京女子、早稲田、津田塾、明治、東洋、立教）
　この結果を受けて、1 年生女子学生 48 名を対象に、「学食で出してほしい小皿料理」のアン
ケートを実施した。一人につき、食べたい小皿料理を 5 つ書いてもらい、出現数を集計した結果、
上位 10 位に入った小皿料理は、唐
揚げ、サラダ、ハンバーグ、スープ、
フライドポテト、ステーキ、肉じゃ
が、卵焼き、パスタ、十六穀米な
どのごはん類であった。この結果
を受けて、学生食堂を運営する株式会社東京ケータリングとコストや調理工程、調理時間など
を協議し、唐揚げ、カニサラダ、ハンバーグ、スープ、フライドボテト、肉じゃが、卵焼き、
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パスタ、八宝菜、揚げ餃子、デザート盛り合わせ、の 10 種類の料理を用意して学食小皿料理
試食会を行った。これらの小皿料理を将来学食で提供し、学生の満足度を上げるための施策と
したい。それに加えて、学生食堂を単なる食堂ではなく、アクティブラーニングとしての新た
な産学連携の可能性を探る場所とすることも提案したい。例えば、学生食堂の運営と経営を学
ぶインターンシップの機会を学食運営会社と連携して設ける、それに付随して学食メニューの
開発やプロデュースに学生が携わるなどもその一つである。その他、学生食堂での地域の子供
たちとの交流や、学生アイデア料理コンテスト、地域企業と学生との交流食事会や企業説明会
パーティーなどのイベントを学生が立案運営することも有意義なことであり、実現すれば大学
自体の魅力と評価を高めることにつながるだろう。
　次に、同じく 1 年女子学生の授業の一環として、こもれびカフェ　滝重幸氏によるラテアー
ト講座を行った。今回はラテアー
ト講座だけとしたが、将来は同氏
によるカフェ経営実務についての
講座も実施したい。卒業生が将来、
地域密着型の小規模店舗経営―カ
フェを始めとする飲食店、花屋、ファッション雑貨店、アパレル関連店などの起業と経営に成
功することは「ローカル」「志」という本学のポリシーの実現として意味あるものである。実
際にそれらの経営手法を学びたいとする女子学生の要望は強く、女子高校生への効果的なリク
ルート訴求点になる可能性も高い。今後、授業、授業外の活動いずれにおいてもしっかりとし
たフォローアップを進める予定である。
　また、教職員が本活動に積極的に関わるだけでなく、学生同士が刺激
し合って成長することも必須であると考えられる。今回はラテアート講
座につながるものとして、カフェでの長いアルバイト経験を持つ多摩大
学 4 年生によるコーヒー講座 （「おいしいコーヒーの淹れ方・カフェ運営
ビジネスを見据えて」）を、在学女子学生有志 30 名を対象に実施した。
まず、講師役の学生によるコーヒーの歴史や種類、淹れ方、飲み方、コーヒービジネスに関す
る講義のあと、実際にドリップ式コーヒーの淹れ方の指導を行った。下級生からは、就職活動
に役立つキャリアをアルバイトで養った先輩からこの種の講義を受けるということで、教員や
ゲスト講師から講義を受けるのとはまたちがった新鮮な反応が見られ、また講義をする上級生
の方にも、自分のキャリアが下級生に役立ち、大学生活でも生かされる、という充実感が感じ
られ、有意義な試みであったと思われる。
　なお、本プロジェクトに直接付随した授業ではないが、海外活動英語コミュニケーションの
授業でも女子学生の就職や起業を意識した以下のゲスト講師を招聘した。
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会社名 講師名 業種
三井不動産 村田　麻未 アウトレットモール建設とテナント企画
ロックアイス 駒田　有香 菓子商品開発
メゾンカイザー 木村　周一郎 パン製造販売
劇団四季 田中　浩一 エンターテイメントビジネス
榮太樓總本鋪 細田　正巳 和菓子製造販売
フリーアナウンサー 菅家　ゆかり 声と表情の実践講座
小学館　CanCam 井亀　真紀 女性向け雑誌編集
ハーゲンダッツ 馬瀬　紀夫 アイスクリームブランド販売戦略
京王プラザホテル 市川　博史 ホテル料理部門の統括
　この授業は、毎回各業界で活躍する現役ビジネスパーソンをゲスト講師に招き、会社の経営
方針、沿革、日頃の実務、CSR活動、自らの志などを直に聞いて、質疑応答やディスカッショ
ンを行いゲスト講師と対話する、というものである。インターネット上では得ることが難しい
多くの生の情報、ビジネス成功のヒントに触れ、今まで知らなかった業界の姿を知ることがで
きるという点で学生からも高い評価を得ている。女子学生に特化した授業ではないが、女性を
ターゲットとしたビジネスに関する意識を高めることもできると考え、ゲスト講師も半分は女
性にし、女性目線でのビジネス展開にもスポットライトをあてた。将来は女子在学生に特化し
たこの種の授業の展開を実現したい。
3．まとめ
　女子学生数の増加と満足度を高めるための企画は、短期集中的に行ってそのまま終わる性質
のものではなく、対象となる学生のニーズを的確に収集しながら、リクルート段階から卒業に
至るプロセス、就職活動と就業、そしてその後の卒業生間のつながりまで、効果的に継続して
いく必要がある。今回実施した企画を、今後男女を問わず在校生、そして卒業生の参画、そし
て可能であれば他大学の女子学生とのつながりも作りながら継続していきたいと考えている。
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